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●
全
国
の
火
災
件
数
は
？

　

平
成
23
年
中
の
全
国
の
総
出
火
件
数
は

5
万
6
件
と
前
年
に
比
べ
3
3
8
6
件
増

加
し
て
い
ま
す
。
建
物
火
災
は
2
万
6
7

9
5
件
（
53
・
6
％
）
発
生
し
、
放
火
を

除
く
件
数
は
2
万
4
2
6
0
件
で
す
。

●
建
物
火
災
で
の
死
者
は
？

　

平
成
23
年
中
の
建
物
火
災
に
よ
る
死
者

は
1
3
3
9
人
で
建
物
用
途
別
の
発
生
状

況
を
み
る
と
、
住
宅
（
一
般
住
宅
、
共
同

住
宅
、
併
用
住
宅
）
で
の
死
者
は
1
2
1

0
人
と
建
物
火
災
の
死
者
9
割
以
上
を
占

め
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
火
災
の
死
者
発
生

数
（
放
火
自
殺
者
を
除
く
。）
は
、
年
齢

が
高
く
な
る
に
従
っ
て
増
加
し
、
特
に
81

歳
以
上
の
階
層
で
は
、
全
年
齢
階
層
平
均

の
4
・
75
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
発
生
状

況
別
で
は
、
逃
げ
遅
れ
が
最
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

発
火
原
因
別
で
は
、
た
ば
こ
に
よ
る
も

の
が
15
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
ス
ト
ー

ブ
、
電
気
器
具
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
身
を
守
る
た
め
に
は
？

　

た
ば
こ
や
ス
ト
ー
ブ
は
、
火
を
扱
っ
て

い
る
感
覚
が
あ
り
ま
す
が
、
電
気
器
具
は

そ
の
意
識
が
少
な
く
、
不
注
意
や
誤
っ
た

使
用
方
法
か
ら
火
災
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
も
う
一
度
、
電
気
器
具
の
安
全
な

取
扱
い
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

火災からも守る火災からも守る！！3月1日から7日は春季全国火災予防運動3月1日から7日は春季全国火災予防運動

消すま
では

消すま
では

　　出
ない行

かない

　　出
ない行

かない

　　　
　　　

離れな
い

　　　
　　　

離れな
い

問合せ　消防本部　☎876－0119　内線322

電気器具の安全な使い方
注意が必要な電気器具

1  点検しよう！
　扇風機や電気ストーブなど、季節的に使用するものは、毎
年使用する前に点検しましょう。普段と違う音や動きがあれ
ば、使用をやめ、コンセントを抜き、専門の業者に点検を頼
みましょう。

2  正しく使おう！
　本来の用途以外に使うと、器具に負担がかかり、過熱で火
災の原因になることがあります。取扱説明書をよく読み、使
用してください。また、アイロンやドライヤーのスイッチを
切り忘れての放置がないよう、使用時以外にはコンセントか
ら抜きましょう。

3  たこ足配線は絶対にだめ！
　コンセントの許容量を超えての使用、差込みプラグにほこ
り等が付着したままの使用は、火災の原因になります。また、
傷ついたコードや束ねた状態での使用は、断線
して出火する可能性があるため、絶対にやめま
しょう。

　電気火災の主な発火源です。使用
する時には十分気をつけましょう！

配線器具

電気ストーブ

交通機関内配線

電池類

溶接機

電気コンロ

1255件

654件

555件

196件

149件

121件

108件

83件 53件

46件
静電スパーク

冷暖房機 電気こたつ

観賞魚用ヒーター

（平成23年中に起きた電気器具による
火災の発火源内訳）
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お
知
ら
せ

◆ 

国
税
電
子
申
告
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
用

申
告
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
直
接
電
子
申
告

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成
24
年
分

の
所
得
税
確
定
申
告
を
、
本
人
の
電
子
署

名
と
電
子
証
明
書
を
付
し
て
期
限
内
に
電

子
申
告
す
る
と
、
税
額
か
ら
最
高
3
0
0

0
円
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
平
成
19
年
分
〜
23
年
分
の
確
定
申
告
で

本
控
除
の
適
用
を
受
け
た
人
は
除
く
）。

要
事
前
手
続
き
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

へ
。

　

ま
た
、
贈
与
税
も
平
成
24
年
分
の
申
告

よ
り
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
用
申
告
デ
ー
タ
を
作
成

し
、
直
接
電
子
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書
は
、
印
刷
し
て

郵
送
か
税
務
署
の
時
間
外
文
書
収
受
箱
に

投
か
ん
し
て
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
そ
の
ほ
か
確
定
申
告
に
関
す
る
各
種

情
報
、
申
告
書
・
届
出
書
な
ど
の
様
式
の

入
手
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ　

http://w
w
w
.nta.go.jp

へ
。

◆
確
定
申
告
書
臨
時
提
出
所
を
設
置

鎌
倉
税
務
署
に
提
出
す
る
確
定
申
告
書
を

受
付
。
申
告
相
談
の
実
施
な
し
。

場
所　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
大
船
店
1
階

期
間　

3
月
15
日（
金
）ま
で

10
時
〜
16
時
（
土
日
除
く
）

◆
納
税
に
は
安
心
・
便
利
な
口
座
振
替
を

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
に
は
確
定
申
告

書
提
出
期
限
ま
で
に
依
頼
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。（
一
度
提
出
す
る
と
継
続
さ
れ

ま
す
）口
座
振
替
を
利
用
し
な
い
場
合
は
、

自
分
で
納
付
書
に
金
額
を
記
入
し
、
納
税

期
限
ま
で
に
金
融
機
関
で
忘
れ
ず
に
納
税

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

振
替
日
は
所
得
税
（
第
3
期
分
）
が
4

月
22
日（
月
）、消
費
税
（
個
人
事
業
者
）

が
4
月
24
日（
水
）で
す
。

　

鎌
倉
税
務
署
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
各

税
の
申
告
書
作
成
指
導
を
し
ま
す
。（
9

時
〜
17
時
、
早
め
に
締
切
る
場
合
あ
り
）

※ 

閉
庁
日
は
、
通
常
の
相
談
と
申
告
書
の

受
付
は
し
ま
せ
ん
。

※
4
月
中
旬
ま
で
署
内
駐
車
場
使
用
不
可
。

鎌倉税務署からのお知らせ　個人課税第 1部門　☎0467－22－5591㈹
※自動音声案内にしたがって「2」を選択してください。

◆それぞれの確定申告の提出期間
【所得税・贈与税】 3月15日（金）まで
【消費税（個人事業者）】 4月 1日（月）まで

所得税の申告は 3月15日3月15日    まで！

税務課からのお知らせ
☎内線251～253

◆町役場でも確定申告書の提出と簡易な相談を受付

　給与所得者の還付申告、年金受給者の確定申告など簡易な確定
申告の相談に、アドバイスをします。
期間　 3月15日（金）まで（閉庁日は除く）
時間　 9時～16時（11時30分～13時は除く）
場所　役場 4階大会議室
対 象外　事業所得、不動産所得、配当所得、公的年金等以外の雑
所得、一時所得（生命保険契約等に基づく一時金等）、譲渡所
得（土地、建物、株式、ゴルフ会員権等）、災害や盗難等に伴
う雑損控除、住宅借入金等特別控除等

※鎌倉税務署でご相談ください。
●仮収受
　記載済みの（出来上がっている）確定申告書・消費税申告書の
提出は、所得や控除の種類に関係なく、町役場税務課窓口でも受
付します。
期間　 3月15日（金）まで（閉庁日は除く）
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（消防署裏、保育園の上です。）

「
美
は
甦
る　

検
証
・
二
枚
の
西に

し
あ
ま
ね周

像

－

高

橋
由
一
か
ら
松
本
竣
介
ま
で
」　

同
時
開
催

「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
美
術
品
修
復

報
告
（
石
巻
文
化
セ
ン
タ
ー
所
蔵
作
品
）」

期
間　

3
月
24
日（
日
）ま
で

　

一
般
9
0
0
円
、
20
歳
未
満
と
学
生
7
5

0
円
、
65
歳
以
上
4
5
0
円
、
高
校
生
1
0

0
円
＊
中
学
生
以
下
無
料

　

高
橋
由
一
の
《
西
周
像
》
と
い
わ
れ
て
い

る
2
枚
の
肖
像
画
が
こ
の
た
び
見
事
に
修
復

さ
れ
た
の
を
記
念
し
、
2
枚
を
展
示
し
比
較

検
討
す
る
こ
と
で
日
本
の
近
代
美
術
の
謎
に

迫
る
と
と
も
に
、
近
年
当
館
で
修
復
さ
れ
た

所
蔵
品
を
通
し
て
近
代
の
洋
画
の
流
れ
を
紹

介
し
ま
す
。
同
時
に
東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
石
巻
文
化
セ
ン
タ
ー
所
蔵
作
品
の
う
ち

13
点
の
被
害
状
況
と
そ
の
後
の
修
復
作
業
に

よ
っ
て
甦
っ
た
姿
を
展
示
し
、報
告
し
ま
す
。

●
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

3
月
10
日（
日
）、
3
月
17
日（
日
）各
回
14
時

か
ら　

申
込
み
不
要
、
無
料
（
要
観
覧
券
）

●
県
立
機
関
活
用
講
座
（
全
5
回
）

　
「
美
は
甦
る
―
修
復
の
現
在
」

　

美
術
作
品
の
「
修
復
」
を
テ
ー
マ
に
、
長

年
日
本
の
近
代
美
術
史
研
究
に
お
い
て
活
動

さ
れ
て
い
る
学
者
・
修
復
家
の
方
々
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
の
修
復
の
仕
事
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
、
修
復
の
視
点
か
ら
作

品
に
迫
り
ま
す
。（
※
1
〜
3
回
は
終
了
）

④ 

3
月
2
日（
土
）「
彫
刻
の
修
復
」（
仮
題
）

藤
原
徹
さ
ん
（
修
復
家
、
東
北
芸
術
工
科

大
学
教
授
）

⑤ 

3
月
16
日（
土
）「
文
化
財
建
造
物
彩
色
の

保
存
」
山
内
章
さ
ん
（
一
般
社
団
法
人　

天
野
山
文
化
遺
産
研
究
所　

代
表
理
事
）

時
間　

各
回
14
時
〜
16
時

場
所　

近
代
美
術
館　

葉
山　

講
堂

費
用　

各
回
1
0
0
0
円

定
員　

70
人
（
各
回
申
込
先
着
順
）

申 

込
み　

受
講
希
望
の
回
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
書
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か

往
復
は
が
き
で
申
込
み
。
葉
山
町
一
色
2

2
0
8
‐
1　

神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館

　

管
理
課
「
県
立
機
関
活
用
講
座
」
係　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

8
7
5
‐
2
5
7
4

「
ア
ン
ト
ニ
ー
・
ゴ
ー
ム
リ
ー
彫
刻
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト 

Ｉ
Ｎ 
葉
山 
Ｔ
Ｗ
Ｏ 

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ 

―

ふ
た
つ
の
時
間
」
3
日（
日
）最
終
日
で
す
！

● 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
終
日
を
記
念
し
て
、

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
山
下
洋
輔
さ
ん
に
よ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。

日
時　

3
月
3
日（
日
）14
時
か
ら
30
分
程
度

場
所　

近
代
美
術
館　

葉
山　

中
庭

申
込
み
不
要
、
無
料
、
雨
天
決
行

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

　

昨
年
8
月
か
ら
6
か
月
半
に
わ
た
り
行
わ

れ
た
「
ア
ン
ト
ニ
ー
・
ゴ
ー
ム
リ
ー
彫
刻
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
軌
跡
を
ま
と
め
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

3
月
24
日（
日
）14
時
か
ら　

場
所　

近
代
美
術
館　

葉
山　

講
堂

申
込
み
不
要
、定
員
70
人
﹇
当
日
先
着
順
﹈、

無
料　

詳
細
はhttp://gorm

leyinhaya
m
a.blogspot.jp/

近
代
美
術
館 

葉
山
か
ら
の
お
知
ら
せ　

☎
8
7
5

－

2
8
0
0　

8
7
5

－

2
9
6
8

休
館
日　

月
曜
、
展
示
替
期
間
（
3
月
25
日
〜
4
月
5
日
）

開
館
時
間　

9
時
30
分
〜
17
時
（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）


